
 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 8 月 20 日（金）、立憲民主党の枝野 幸男（えだの ゆきお）代表に対し、    

令和 4 年度概算要求および税制改正について要請しました。 

枝野代表からは「航空関連産業にとって厳しい状況が続いているが、この危

機を乗り越えていただかないと、コロナ収束後の国民生活や経済が成り立たな

くなってしまう。現場の状況を踏まえて、党としてもしっかり支援していきた

い」との発言がされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 4 年度概算要求・税制改正 要請項目】 

1． 航空関連産業の雇用維持のための支援の継続 

2． 航空需要の回復を見極めた公租公課の減免 

3． 航空保安体制の強化と適切な財源の確保 

4． 水際対策強化と利便性向上を両立させるデジタル証明書の早期導入 

5． 空港周辺施設を含めた検疫体制強化のための適切な予算措置 

6． 感染収束状況を見極めたうえでの段階的な入国制限の緩和 

7． 航空関連産業の成長に向けたイノベーション投資への支援 

8． 広域的な移動・観光需要の創出と回復につながる助成制度の構築 

9． 持続可能な航空燃料の安定供給に向けた適切な予算措置 
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